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鉄鉱石：
12,385万ｔ/年
石 炭：
6,958万ｔ/年

粗鋼生産量
10,432万ｔ/年

淡水の循
環使用率
９０％超

スクラップ使用量
4,270万ｔ/年

数値は2018年
実績

鉄鋼の生産工程

淡水使用量：
約130t

(粗鋼t当たり）
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鉄鋼業３海域のCOD削減投資額推移
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時期 ＣＯＤ 排水処理規制対応内容

Ｓ５４以前 凝集沈殿処理、含油排水処理増強 等

第１次(S55～59) 含油排水活性炭処理設備設置、ＣＯＤ連続分析装置設置 等

第２次(S60～H1) 含油排水処理安定化 等

第３次(H2～6) 次亜塩素酸ソーダ注入装置、オゾン酸化設備、シックナー増設 等

第４次(H7～11) 処理水循環使用による排水量削減、排水活性汚泥処理化推進 等

第５次(H12～16) 合併浄化槽への更新推進、ＣＯＤ連続分析計設置、排水処理設備更
新 等

第６次(H17～21) 含油排水２次処理設備導入、液酸蒸発用温水排水の再使用配管の
設置、連続測定器設置、安水処理増強 等

第７次(H22～26) 活性炭吸着装置の設置、ＣＯＤ自動測定器新設・更新、高度処理化
浄化槽の設置等

第８次(H27～R1) 含油処理加圧浮上槽増強、凝集沈殿槽増設、単独浄化槽→
合併浄化槽(ﾊﾞｲｵﾄｲﾚ設置)

COD負荷量削減の経緯
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含油排水２次処理設備の事例(第６次)

従来からの加圧浮上処理後の排水を、更に生物処理を行うことでCOD負荷を低減。

2次反応槽 2次加圧浮上槽 処理水槽
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活性炭設備設置の事例(第７次)

コークス
炉

タール
デカンタ

中和
設備

予備
曝気

油分離 曝気槽

凝集沈殿設備
超高速
ろ過
設備

活性炭
吸着
設備

超高速
ろ過
設備

放流

増強設備
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鉄鋼業３海域の窒素削減投資額推移



時期 Ｔ－Ｎ 排水処理規制対応内容

規制導入以前 廃酸回収装置導入、生物脱窒処理設備設置 等

第５次 アルカリストリッピング導入、減圧蒸留装置設置、Ｎ，Ｐ連続分析
装置設置 等

第６次 アルカリストリッピング設備増強、コークス安水窒素除去対策、
高効率脱窒素除去装置、硝酸還元抑制設備、活性汚泥処理設
備増強 等

第７次 嫌気性微生物処理の安定化、酸(硝酸・フッ酸)回収装置の設置、

高濃度コークス安水の分別・再利用による排出低減化 等

第８次 自動分析計増設 等
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全窒素負荷量削減の経緯



ｺｰｸｽ炉

ﾀｰﾙﾃﾞｶﾝﾀ

ｱﾝﾓﾆｱｽﾄﾘｯﾊﾟ 中和槽

活性汚泥処理

真空ﾎﾟﾝﾌﾟ

NH3

NaOH槽 硫酸槽

熱交

T-N

pH

pH
T-N

蒸気

工事項目

① ｱﾙｶﾘ添加

② pH調整

③ 熱交換器増強

④ 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ増強

⑤ N自動分析

① ②

③

④

⑤

Ｃガス
精製工程

安水
タール

ガス

安水

アルカリストリッピング設備増強の事例(第６次)
コークス炉安水からのアンモニア除去において、
水酸化ナトリウムを添加することによりアンモニア
の遊離・除去を促進し、排水のＮ負荷を低減。

NH4
+＋OH- ⇔ NH3↑＋H2O
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高効率脱窒素除去装置、
嫌気性微生物処理の安定化事例(第６・７次)

高効率脱窒素設備では微生物に水素供与体としてメタノールを与え硝酸性窒素
を窒素ｶﾞｽまで還元し脱硝している｡
夏の気温上昇に伴い脱窒菌の活性が低下し、窒素除去能力が低下する。
→脱窒素槽へ工業用水を投入することで温度管理を行い、窒素除去能力を

高位に安定させる。

廃酸水 中間槽

ﾒﾀﾉｰﾙ

燐酸

脱窒素槽

工業用水

脱気槽 沈殿槽 排水
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脱脂槽 焼鈍
表面
調整

酸処理
Ａ

酸処理
Ｂ

湯洗
乾燥

酸回収
設備

ブロー
総合排水処理設備放流

増強設備

酸使用量
削減

排水量および
汚濁負荷量

削減

酸回収設備の事例(第７次)
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鉄鋼業の投資額と排出実績（東京湾）
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鉄鋼業の投資額と排出実績（伊勢湾）
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鉄鋼業の投資額と排出実績（瀬戸内海）
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閉鎖性水域における港湾・藻場等改善に向けた鉄鋼業の貢献

・ 副産物を活用した鉄鋼スラグ製品には閉鎖性水域の課題に貢献できる特性
がある。

・ 鉄鋼業では自治体、大学、漁協等とも産官学連携を取りつつ、導入実績を
徐々に積み上げてきた。また、表彰、認証等の実績もある。
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総量規制に対する鉄鋼業の意見
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・鉄鋼業は、８次にわたる総量規制に対応して、設備投資、管理強化

を進め、汚濁負荷物質の排出抑制に努めてきた。

・第９次総量規制を検討するにあたっては、「藻場・干潟・深堀修復・

や栄養塩類の適切な管理」等も含めた閉鎖性海域の水質改善をよ

り効率的に実施する方策について、科学的知見を充実した上で、陸

域からの汚濁負荷量の低減に偏重することなく、総合的・継続的な

対策を検討して頂きたい。


